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図― 埼玉県内の地盤災害事例報告箇所

図― 江戸川右岸堤被災断面（参考文献 2)の図をトレース）

図― 江戸川堤防（右岸・左岸）被災箇所周辺の土地条

件図
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. は じ め に

平成23年 3 月11日に発生した2011年東北地方太平洋

沖地震（東日本大震災）では，津波により多くの人命が

失われ，東日本の広い範囲に多大な災害が生じた。埼玉

県は震源域からは比較的遠かったが，県東部などで震度

5 強の揺れが観測された1)。埼玉県内の地盤災害の報告

はあまり多くはなく，また地震後のガソリン不足のため

県内をあまり回ることはできなかったが，現地に足を運

ぶことができた図―に示す地点について，地盤災害事

例を報告する。ただし速報であり，詳細な地盤調査など

は行っていない。

. 幸手市西関宿江戸川右岸.k 付近のすべ

り

幸手市西関宿の江戸川右岸57.5 k 上100 m から300 m

まで約200 m の堤内側が小段県道中央部から流動的にす

べり，法尻末端が隆起，移動し，民家に迫った（口絵写

真―）。また，すべりの端部では噴砂が見られた（口

絵写真―）。図―に示す被災断面2)を見ると，堤防

下部に砂層があり，その中に地下水位がある。したがっ

て，この砂層で液状化が発生し，それが堤防脚部のすべ

りを伴う流動変形をもたらしたと考えられる。図―の

土地条件図を見ると，右岸の堤防被災部は埼玉県と茨城
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図― 久喜市南栗橋周辺の土地条件図（丸液状化範囲)
図― 戸田市荒川左岸液状化範囲（丸囲い）周辺の土地

条件図
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県の県境に沿った旧河道に近い。また，左岸側の堤防も

河川側ですべりを生じていたが，ここもその延長線上と

考えられる。さらに，すべり南端に近い墓地では墓石が

相当数転倒していたが，そこから南（下流側）に約500

m 離れた別の墓地では墓石の転倒はまったく見られな

かった。地盤条件が地震動の大きさにも影響したのかも

しれない。

. 久喜市南栗橋の住宅地における液状化被害

幸手市西関宿から中川沿いに 6～7 km 上流の久喜市

南栗橋地区では，広範囲な地盤が液状化し，電柱や住宅

が傾くなどし，約140戸が被害を受けた3),4)（口絵写真

―）。ここは1983年から1999年にかけて行われた土地

区画整理事業地で，図―の土地条件図に見られる後背

低地部（中央部薄墨色）と今回の液状化範囲3)とはほぼ

重なる。当時工事に参加した技術者の話では，近くの権

現堂川の浚渫土をポンプ圧送して埋立てを行ったようで

ある。その後の住宅造成の詳細は分からないが，元々液

状化が起きやすい地盤条件であったと考えられる。

. 戸田市荒川左岸部の液状化

戸田市荒川左岸部でも，液状化が生じていた。地盤の

亀裂・段差（口絵写真―）や地盤流動に伴うずれたカー

ペットのしわのような芝生の盛り上がり（口絵写真―）

が見られた。ここも土地条件図（図―）を見てみると，

液状化範囲は旧河道・埋土と一致していた。

. ま と め

2011年東北地方太平洋沖地震により生じた埼玉県内

の地盤災害事例を三つ紹介した。いずれも液状化および

それに起因する地盤災害であった。3 地点とも，液状化

が生じやすいと考えられる地盤条件であり，地震への備

えとして，その土地の地盤条件，地盤の成り立ちを調べ

ておくことが重要であることが改めて示された。
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